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慢性腎不全患者の腎結石に合併した腎盂扁平上皮癌の1例
一 本邦170例 の臨床 的検討一
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   A case of squamous cell carcinoma of the left renal pelvis associated with chronic renal failure on 
hemodialysis is reported. The patient, a 59-year-old man, had undergone bilateral nephrolithotomy, 
in 1966, followed by right ureterolithotomy and bilateral percutaneous nephrolithotripsy, but residual 
stones existed. He suffered from left flak pain and fever, and computed tomography (CT) and 
magnetic resonance imaging (MRI) revealed left perirenal abscess in July 1994. Percutaneous 
drainage and antibacterial chemotherapy were performed, but his symptoms did not improve. Three 
months later, CT and MRI revealed a mass in the left perirenal space and destruction of the 12th 
thoracic vertebra, which were considered to be infectious changes. On November 9, 1994, left 
nephrectomy was performed. Histopathological diagnosis was moderately differentiated squamous 
cell carcinoma, grade 2, INF-y, pT4,  pRl, pLO and  pVl. In spite of irradiation therapy, he died on 

January 19, 1995. 
                                             (Acta Urol. Jpn.  42: 451-455, 1996) 

Key  words  : Squamous cell carcinoma, Renal pelvic tumor, Renal stone, Chronic pyelonephritis, 
Hemodialysis

緒 言

腎孟扁平上皮癌は早期発見が困難なことに加えて,

予後不良であるため注意を要する疾患である.

今回われわれは腎結石患者に発生 した腎孟扁平上皮

癌の1例 を経験 したので報告する.

症 例

患者:59歳,男 性

主訴:内 シャント造設目的

家族歴:特 記事項なし

既往歴=28歳 時,虫 垂切除術

現病歴:1966年 に両側腎切石術後,左 腎周囲膿瘍が

形成されたため,ド レナージ術が施行 された.1973年

に右尿管切石術が,1985年 および1988年 には両側の経

皮 的 腎 砕 石 術 が 施 行 さ れ た が,完 全 に は摘 出 で き な

か った.1989年 頃 よ り出現 した 腎機 能 低 下 が増 悪 して

きたた め,1994年5月 に血 液 透析 の ため の 内 シ ャン ト

造 設 術 が他 院で 施行 され た.し か し,直 後 にシ ャ ン ト

部 が 閉塞 した ため,再 手 術 を 目的 に1994年6月20日 当

科 に入 院 した.

入 院 時現 症:左 側腹 部 の 手術 痕付 近 に発 赤 を伴 う有

痛 性 膨 隆 が認 め られ た.

入 院 時 検 査 成 績:血 液 生 化 学;WBC8,800/mm3,

RBC225×IO4/mm3,Hb6.7g/dl,Htl9.9%,

CRPO.9mg/dl,BUN103mg/dl,Cr7.8mg/dl,

Ca3.6mEq/1,P7.2mg/dl,TP6.Og/dl(alb

61.0%,α2-gl12.3%),24hrCcr9.3ml/min,検

尿;混 濁,蛋 白(+),糖(一),赤 血 球O～1/hpf,

白血 球40～60/hp£ 細 菌 培 養;尿 培 養 陰性,左 側腹 部
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の皮 下 膿瘍 か ら腸球 菌 お よび表 皮 ブ ドウ球 菌.

臨床 経 過:6月22日 に右 タバ コ窩 に 内 シ ャ ン ト造 設

術 を施 行 した が,十 分 な血 流 が え られず,7月18日 左

肘窩 に内 シ ャ ン トを造 設 し,維 持 透 析 に移 行 した.

手 術 痕 部 の皮 下 腫 瘍 はCTお よ びMRIに て 左 腎

下 極 に 達す る腎 周 囲膿 瘍 と考 え られ(Fig。1),7月ll

日左 腎 周 囲膿 瘍 に対 して超 音波 ガ イ ド下 に ドレー ン を

造 設 した,し か し,排 膿 は消失 せ ず,発 熱 も持 続 す る

た め,9月29日 にCT,9月30日 にMRIを 再 度 施 行

した とこ ろ,第1腰 椎 左 側 に骨 へ の 浸 潤 を疑 わせ る腫

瘤 が認 め ら れ た(Fig.2).同 部 をlo月5日 にCTガ

イ ド下 に穿 刺 し,え られ た 内容 液 の 細 胞 診 はclassII

で あ った.最 終 的 には 腎周 囲膿 瘍 が 第1腰 椎 に まで直

接 波 及 した状 態 で あ る と判 断 し,11月9日 に手 術 を施

行 した.

手術 所 見:膿 瘍 と考 え られ た部 分 には,充 実 性腫 瘍

が 存 在 し,迅 速 病 理 診 断 に て 扁 平 上 皮 癌 で あ っ た た

め,左 腎摘 除術 お よ び周 囲 の肉 芽様 組 織 の可 及 的切 除

を行 い,手 術 を終 えた.

摘 出標 本:腎 孟 内 に は結 石 が存 在 し,腫 瘍 は左 腎下

極 よ り腎外 に伸展 して い た(Fig.3).

病理組織所見:移 行上皮より発生したと考えられる角

化傾向が強い高分化から中分化型の腎孟扁平上皮癌,
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Tablel. casesofsquamouscellcarcinomaofpelvisintheJapaneseliterature

年齢
番号 報 告 者 患側

性
初発症状

経過中の症状

血尿 疹痛 腫瘤 結石
臨床 診断 転 移 治 療 予 後 文 献

151

152

153

154

155

156

157

158

159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

170

福 田 博志

上田 眞

K.Shimada

胡 口 正秀

菅野 貴行

坂 本 亘

長田 恵弘

山田 大介

岡本 圭生

浜田 泰之

樋 口 彰宏

今藤 雅之

西村 一男

石井 徳味

梅 田 千佳

片 岡 真一

近藤 義政

1j・林 実

寺 田 央 巳

自 験 例

70

男

59

男

64

男

55

男

67

男

74

男

78

男

54

女

77

女

73

女

59

男

70

男

60

女

66

男

53

男

76

男

60

男

82

男

86

女

59

男

右

左

左

左

左

左

右

右

左

右

左

左

右

右

右

左

右

右

右

左

血尿,膀 胱刺激症
状,右 下肢浮腫

腰部鈍痛

側腹部鈍痛

無症候性血尿
腹部腫瘤

肉眼的血尿
側腹部痛

側腹部痛,発 熱

無症候性肉眼的血尿

背部痛,発 熱

無症候性肉眼的血尿

無症候性肉眼的血尿

無症候性肉眼的血尿

腰痛,発 熱

下腹部痛

無症候性血尿

側腹部痛

肉眼的血尿

側腹部鈍重感

肉眼的血尿

蛋白尿

側腹部痛

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十 十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

尿管下端部腫瘍

腎孟尿管移行部狭窄症
腎結石

腎孟腫瘍,馬 蹄腎

腎腫瘍,水 腎症
尿管結石

腎腫瘍

腎孟腫瘍

腎孟腫瘍あるいは
腎腫瘍

腎孟腫瘍
サンゴ状結石

腎孟尿管腫瘍

腎孟腫瘍

腎腫瘍

膿腎症,腸 腰筋膿瘍
腎孟腫瘍

膿腎症
慢性腎孟腎炎

腎孟腫瘍

腎腫瘍

腎孟腫瘍

腎結石,水 腎症

腎孟尿管腫瘍

腎孟腫瘍

腎周囲腫瘍

肺転移

腎門部
リンパ節

腎門部
リンパ節

腎門部
リンパ節

傍大動脈
リンパ節

尿管

骨

腎摘 出術,骨 盤動脈動注,
放射線療法,PEP

腎尿管全摘除術

腎部分切除,UFT

腎摘 出術,UFr

腎摘 出術
MTX,V肌,ADM,CDDP,肌M

腎尿管摘除術

腎摘除術,上 部尿管切除術,
腎門部 リンパ節郭清,UFT,IFN

腎摘除術,CDDP,IFO,ACR,
放射線療法

腎尿管全摘除術,後 腹膜 リンパ節郭清
MTX,PEP,CBDCA

腎尿管全摘除術

腎摘除術,多 剤併用化学療法

腎摘除術,PEP,放 射線療法

腎摘除術

腎尿管全摘除術

腎尿管全摘除術

腎摘除術,尿 管の可及的摘 出

単純腎摘除術,残 存尿管お よび膀胱部分切除
,化 学療法

腎尿管全摘除術

腎尿管摘除術

腎摘出術,放 射線療法

生 存

(12カ 月)

生 存

(11カ 月)

生 存

(4カ 月)

死 亡

(28日)

死 亡

(5カ 月)

死 亡

(18カ 月)

生 存

(18カ 月)

死 亡

(125日)

死 亡

(76日)

生 存

(7カ 月)

死 亡

(8カ 月)

死 亡

(71日 目)
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G2,INFγ,pT4,pRl,pLO,pVlで あ っ た(Fig.

4).

術 後 経 過:合 計34Gyの 放 射 線 療 法 を 施 行 した が,

1995年1月19日 死 亡 した.

考 察

Table2、Clinicalsymptoms

症 状 症例数 %

腎 孟 尿 管 腫 瘍 の 中 で,扁 平 上 皮 癌 は2.6%1)～

4.3%2)と 報 告 さ れ て い る.尿 路 移 行 上 皮 は 防禦 機 構

が 弱 い と され3),長 期 間の 結 石 の存 在 や,そ れ に よる

尿 流 の停 滞 ・感 染 な どの慢 性 炎症 刺 激 が加 わ る と,防

御 能 の 強 い角 化 扁 平 上 皮 へ の化 生 が 起 こ り4),さ ら

に,扁 平 上 皮 化 生 か ら扁 平 上 皮癌 へ と発 展 して い く5》

と考 え られ て い る.本 邦 で は 山根 ら6)に よ って150例

が 集 計 され,そ の 後 の20例(Table1)を 加 え た170例

につ いて 臨床 的 検討 を行 った.

男 性 に 多 く(168例 中132例,78.6%),発 症 年 齢 は

28歳 か ら86歳 に わ た り,50--69歳 が168例 中96例

(57.1%)を 占 め てい た.

本 症 に特 徴 的 な症 状 はな い.記 載 の あ った157例 に

つ い てみ る と(Table2),単 独 症 状 と して は疹 痛 が67

例(42.7%)と 最 も多 く,重 複 した症 状 を加 え る と97

例(61.8%)に み られた.一 方,腎 孟 尿 管移 行 上 皮腫

瘍 で 最 も高 頻 度 に み られ る血 尿 は37例(23.6%)で,

重 複 症例 を加 え て も61例(38。9%)で あ った.尿 路結

石 合 併 症 例 は157例 中71例(45,2%)で,痙 痛 は結 石

自体 の あ るい は結 石 に よる尿 路 閉塞 症 状 や続 発性 炎症

症 状 と して 出現 して い る可 能 性 が あ る.ま た,腎 孟 移

行 上皮 腫 瘍 に比 し低 い血 尿 の 出現 率 は,腫 瘍 の 発 育様

式 に よる もの で あ り,扁 平 上 皮癌 は非 乳頭 状 で 腎実 質

に向 か い浸 潤性 に発 育 しやす い7)た め で あ る.

従 って術 前 診 断 が 腎孟 腫 瘍 あ る い は腎孟 尿 管腫 瘍 と

さ れ た も の は,19.5%(149例 中29例)に す ぎず,

38.3%(57例)が 腎結 石,27.5%(41例)が 腎腫 瘍 と

診 断 さ れ て い た.最 近 の20例(Table1)で はll例

(55%)が 腎 孟 あ る い は腎 孟 尿 管 腫 瘍 と術 前 診 断 され

て お り,近 年 の 画像 診 断 の 進歩 に よ る もので あ ろ う.

しか し,腎 孟 扁 平上 皮 癌 と術 前 診 断 され た症例 は きわ

めて 少 な い.

治療 は167例 中1・ro例(83.8%)に 腎摘 出術 や腎 尿 管

全 摘術 な どが行 わ れて い る.補 助療 法 と して は放 射 線

療 法 と抗 癌 化 学療 法 の併 用8'lo)あ る い は抗 癌 化 学 療 法

が 単 独1Dに 行 わ れ て い る.し か し,い ま だ 有 効 な

regimenの 確 立 には至 って い な い.

予 後 は不 良 で,59.1%(88例 中52例)が 術 後6カ 月

以 内 に,70,5%(62例)が1年 以 内 に 死 亡 して い た

(Table3).予 後 不 良 の原 因 は,結 石 ・炎 症 な どの存

在 に よ り腫 瘍 の 存在 が 隠蔽 され る ため 早期 診 断 が 困 難

な こ と,さ らに手術 以 外 に有効 な治 療 法 が な い こ とが

挙 げ られ る.

疾 痛67(42)42.7

血 尿37(7)23.6

腫 瘤ll(5)7.0

痙 痛 ・血尿21(6)13.4

痙 痛 ・腫 瘤8(6)5」

血尿 ・腫 瘤2(2)1.3

疹 痛 ・血 尿 腫 瘤1(0)0.6

そ の 他10(3)6.4

合 計 157(71)

()内 は結石合併症例数

Table3.Postoperative(diagnostic)deaths
andsurvivors

期 問 死 亡 生 存

～6カ 月

6カ 月 ～1年

1-2年

2～3年

3年 ～

52

10

4

1

0

9

5

3

2

2

計 67 21

組 織 診 断 を含 め た診 断 法 と して,尿 細 胞 診 の 有 用性

が 指 摘 され て い る11'13)さ らに 近 年,扁 平 上 皮 癌 の

腫 瘍 マ ー カー で あ る血 清SCC(squamouscellcarci-

nomarelatedantigen)が 本 症 で も診 断 の み な らず 病

勢 判 定 の 指 標 と して 有 用 で あ った とす る報 告6)も あ

る.自 験例 で は術 前 測定 が な され て い な か った の で そ

の 有 用 性 を論 じ る こ と はで きな い が ,術 後35日 目 に

22.5ng/ml(正 常 値2.Ong/ml以 下),47日 目 に

26.8ng/mlと 高 値 か つ 漸 増 して い た.長 期 間尿 路 結

石 を有 す る患 者 には,腎 孟 扁 平 上 皮 癌 合併 の ス ク リー

ニ ン グ と して血 清SCCを 測 定 す る価 値 はあ る もの と

考 え られ た.

結 語

血液透析中の腎結石患者に発生 した腎孟扁平上皮癌

の1例 を報告 し,本 邦170例 について臨床的考察 を

行った.

なお,本 論文の要 旨は,第369回 日本泌尿 器科学会北 陸地

方会で発表 した.
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